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【
観
光
政
策
】

問
世
界
水
準
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

と
は
。

答
昔
か
ら
こ
の
山
と
雪
の
環
境

下
で
育
ま
れ
た
生
活・
文
化

の
魅
力
を
活
用
し
て
発
展
し
て
き
た

財
産
に
磨
き
を
か
け
、世
界
か
ら
訪
れ

る
人
に
と
っ
て
の
、居
心
地
の
良
さ
を

提
供
で
き
る
観
光
地
と
し
た
い
。

問
実
現
す
る
た
め
の
施
策
は
。

答
県
の
重
点
支
援
地
域
の
指
定

に
よ
り
、三
市
村
エ
リ
ア
周

遊・
長
期
滞
在
プ
ラ
ン
の
作
成
し
、ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
レ

ジ
ャ
ー
の
磨
き
上
げ
な
ど
観
光
地
の

底
上
げ
を
含
め
、観
光
地
経
営
計
画
に

あ
る
４
つ
の
基
本
方
針
及
び
10
の
戦

略
、23
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
実
行
の
た
め
の
財
源
は
。

答
観
光
財
源
検
討
員
会
に
て
、観

光
振
興
た
め
の
財
源
確
保
の

在
り
方
つ
い
て
調
査・審
議
し
て
い
る
。

問
推
進
体
制
は
。

答
観
光
地
経
営
会
議
が
必
要
事

項
の
検
討
、計
画
の
進
捗
、成

果
の
把
握・分
析
を
行
う
。

問
Ｄ
Ｍ
Ｏ
注
１
の
進
捗
状
況
は
。

答
観
光
局
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
候
補
法

人
で
あ
る
が
、必
須
Ｋ
Ｐ
Ｉ
注
２

と
し
て
顧
客
満
足
度
、リ
ピ
ー
ト
率
、

観
光
消
費
額
、延
べ
宿
泊
数
の
算
出
に

苦
慮
し
て
い
る
。そ
の
実
数
の
正
確

な
把
握
方
法
が
確
立
し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人

と
し
て
登
録
さ
せ
た
い
。答

問 農業振興は
前進したか

ほ場整備よる
   優良農地の確保へ

【
農
業
政
策
】

問
優
良
農
地
の
確
保
と
新
し
い

農
業
の
進
展
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
白

馬
米
を
使
用
。出
荷
品
質
の

基
準
を
定
め
、安
心
安
全
な
白
馬
の
米

の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
を
行
っ
て
い
る
。

優
良
農
地
の
確
保
で
は
、北
城
南
部
、

新
田
地
区
に
お
い
て
、ほ
場
整
備
事
業

を
推
進
し
、将
来
へ
白
馬
の
美
し
い
田

園
風
景
を
残
す
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

問
神
城
地
区
の
農
業
用
水
の
枯

渇
問
題
の
改
善
策
は
。

答
必
要
な
用
水
が
確
保
出
来
て

い
な
い
事
は
承
知
し
て
い
る
。

昨
年
度
、同
地
区
の
水
量
調
査
を
実
施

し
対
策
を
検
討
し
た
。姫
川
か
ら
の

取
水
量
を
増
量
す
る
こ
と
が
理
想
で

あ
る
が
、水
利
権
に
よ
り
難
し
い
情
勢
。

老
朽
化
し
た
揚
水
ポ
ン
プ
の
交
換
、効

率
の
良
い
配
水
設
備
な
ど
土
地
改
良

区
と
も
に
売
電
収
入
の
活
用
も
含
め

計
画
的
に
改
善
し
て
い
く
。

問
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制

度
の
活
用
状
況
と
今
後
の
方

針
は
。答

取
組
は
14
組
織
。耕
作
面
積

５
５
７
ha
内
、
取
組
面
積

４
０
４
ha
。カ
バ
ー
率
72
・
５
％
。農
地

を
守
り
将
来
へ
繋
げ
て
い
く
た
め
の

有
効
な
制
度
。事
務
や
作
業
な
ど
課

題
は
あ
る
が
カ
バ
ー
率
１
０
０
％
を

目
指
し
て
い
く
。

答

問 行政組織の
活性化は前進したか
人材育成と
　住民サービスに
　　　　重点をおく

【
行
政
組
織
の
活
性
化
】

問
人
材
育
成
は
。

答
人
材
育
成
基
本
方
針
を
全
面

的
に
見
直
し
、目
指
す
べ
き

職
員
像
を
提
案
さ
せ
、そ
れ
に
伴
う
資

質
と
行
動
を
考
え
さ
せ
る
意
識
づ
け

を
し
て
い
る
。ま
た
、人
事
交
流
や
各

種
研
修
へ
の
参
加
、高
い
意
欲
と
専
門

性
を
備
え
た
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
住
民
の
声
を
活
か
す
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
は
。

答
集
落
支
援
員
の
増
員
に
よ
り

３
名
体
制
と
し
、地
区
作
業

の
支
援
、事
務
の
補
助
な
ど
地
区
に
出

向
く
活
動
か
ら
課
題
共
有
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

注
１
：  

官
民
な
ど
幅
広
い
連
携
に
よ
っ
て

地
域
観
光
を
積
極
的
に
推
進
す
る

法
人
組
織
。地
域
が
一
体
と
な
っ
て

市
場
調
査
や
情
報
発
信
、収
益
事
業

な
ど
を
展
開
す
る
。

注
２
： 

重
要
業
績
評
価
指
標
。組
織
の
目
標

達
成
の
度
合
い
を
定
義
す
る
補
助

と
な
る
計
量
基
準

観
光
振
興
は
前
進
し
た
か

ゴ
ー
ル
の
見
え
な
い
究
極
の
課
題

答 問

津滝俊幸 議員

渇水した谷地川と姫川


